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【
旧
袋
井
市
分
】

◇
９
月
市
議
会
定
例
会
に
報
告
さ
れ
た
旧
袋
井
市
と
旧
浅
羽
町
の
平
成
16
年
度
の
決
算
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
や
、
国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ
た
お
金
が
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇
１
世
帯
当
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り
、
１
人
当
た
り
の
数
値
は
、
平
成
17
年
３
月
31
日
現
在
の
世
帯
数
や
人
口
で
割
っ
た
数
値
で
す
。
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皆さんの暮らし全般に、関係のある事業に使われる会計です。

【
旧
浅
羽
町
分
】

一般会計

一般会計

予 算 額 214億    550万円�
収入済額 206億4,699万円�歳入� 1世帯当たり 944,337円�

1人当たり 323,347円�｛�

都市計画税�
9億9,222万円�
9.0%

固定資産税�
55億1,035万円�
49.9%

市民税�
40億4,893円�
36.6%

市民税�
10億1,382万円�
39.4%

固定資産税�
14億549万円�
54.6%

予 算 額 70億6,165万円�
収入済額 66億5,268万円�歳入� 1世帯当たり 1,059,175円�

1人当たり 336,521円�｛�

都市計画税�
9億9,222万円�
9.0%

固定資産税�
55億1,035万円�
49.9%

市民税�
40億4,893円�
36.6%

市民税�
10億1,382万円�
39.4%

固定資産税�
14億549万円�
54.6%

主な事業�
治水対策事業�
広愛大橋耐震対策工事�

主な事業�
地域福祉計画策定�
次世代育成支援行動計画策定�

減税補てん債�
一括償還�

主な事業�
浅羽東幼稚園移転新設工事�
浅羽南小耐震補強工事�

主な事業�
治水対策事業�
道路整備事業�

主な事業�
どんどこあさば設立支援事業�
松くい虫防除対策事業�

歳入では、市税が最も多く、103億2,768万円（構成比50％）となっています。
前年度と比べると、繰入金、財産収入、自動車取得税交付金などが増加し、地
方交付税、国庫支出金、県支出金、市債などが減少しました。

歳入では、町税が最も多く、23億4,910万円（構成比35.3％）となっています。
前年度と比べると、寄附金、繰入金、国庫支出金、自動車取得税交付金などが
増加し、町債、県支出金、地方交付税、財産収入などが減少しました。

主な事業�
治水対策事業�
広愛大橋耐震対策工事�

主な事業�
地域福祉計画策定�
次世代育成支援行動計画策定�

減税補てん債�
一括償還�

主な事業�
浅羽東幼稚園移転新設工事�
浅羽南小耐震補強工事�

主な事業�
治水対策事業�
道路整備事業�

主な事業�
どんどこあさば設立支援事業�
松くい虫防除対策事業�
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■■一般会計 保健、福祉、ごみ処理、道路や学校の整備など、

一般会計

一般会計

予 算 額 214億    550万円�
支出済額 200億4,242万円�歳出� 1世帯当たり 916,686円�

1人当たり 313,879円�｛�

都市計画税�
9億9,222万円�
9.0%

固定資産税�
55億1,035万円�
49.9%

市民税�
40億4,893円�
36.6%

市民税�
10億1,382万円�
39.4%

固定資産税�
14億549万円�
54.6%

予 算 額 70億6,165万円�
支出済額 61億8,926万円�歳出� 1世帯当たり 985,394円�

1人当たり 313,079円�｛�

都市計画税�
9億9,222万円�
9.0%

固定資産税�
55億1,035万円�
49.9%

市民税�
40億4,893円�
36.6%

市民税�
10億1,382万円�
39.4%

固定資産税�
14億549万円�
54.6%

歳出では、土地区画整理事業や各種道路・街路整備事業などによる土
木費が最も多く、36億7,576万円（構成比18.3％）となっています。
前年度と比べると、災害復旧費、公債費、商工費などが増加し、農林
水産業費、教育費、総務費などが減少しました。

主な事業事業�
治水対策事業治水対策事業�
広愛大橋耐震対策工事広愛大橋耐震対策工事�

主な事業事業�
地域福祉計画策定地域福祉計画策定�
次世代育成支援行動計画策定次世代育成支援行動計画策定�

主な事業�
治水対策事業�
広愛大橋耐震対策工事�

減税補減税補てん債�
一括償還一括償還�
減税補てん債�
一括償還�

主な事業�
地域福祉計画策定�
次世代育成支援行動計画策定�

主な事業�
浅羽東幼稚園移転新設工事�
浅羽南小耐震補強工事�

主な事業�
治水対策事業�
道路整備事業�

主な事業�
どんどこあさば設立支援事業�
松くい虫防除対策事業�

歳出では、学校整備事業や社会教育事業などによる教育費が最も多く、
13億1,058万円（構成比21.2％）となっています。
前年度と比べると、農林水産業費、教育費、消防費などが増加し、労
働費、総務費などが減少しました。

主な事業�
治水対策事業�
広愛大橋耐震対策工事�

主な事業�
地域福祉計画策定�
次世代育成支援行動計画策定�

減税補てん債�
一括償還�

主な事業事業�
浅羽東幼稚園移転新設工事浅羽東幼稚園移転新設工事�
浅羽南小耐震補強工事浅羽南小耐震補強工事�

主な事業事業�
治水対策事業治水対策事業�
道路整備事業道路整備事業�

主な事業事業�
どんどこあさば設立支援事業設立支援事業�
松くい虫防除対策事業防除対策事業�

主な事業�
浅羽東幼稚園移転新設工事�
浅羽南小耐震補強工事�

主な事業�
治水対策事業�
道路整備事業�

主な事業�
どんどこあさば設立支援事業�
松くい虫防除対策事業�

市民1人当たりに換算すると
313,879円が使われました

歳出額歳入額（市税）

個人市民税
3333,,001188円円

固定資産税
8822,,554455円円

市たばこ税
66,,111133円円
軽自動車税
11,,664422円円

市税全体 116611,,773399円円

土木費
5577,,556655円円

教育費
3388,,667777円円

衛生費
4488,,221133円円

一般会計全体 331133,,887799円円

総務費
3333,,441188円円

民生費
5500,,330088円円

都市計画税
1144,,881155円円

その他
8855,,669988円円

法人市民税
2233,,660066円円

町民1人当たりに換算すると
313,079円が使われました

歳出額歳入額（町税）

個人町民税
3311,,553355円円

固定資産税
6677,,662200円円

軽自動車税
11,,884433円円
入湯税
11,,110022円円

町税全体 111188,,882288円円

教育費
6666,,229955円円

民生費
3388,,332299円円

農林水産業費
4400,,992288円円

総務費
3366,,444400円円

土木費
5511,,995500円円

町たばこ税
44,,777766円円

その他
7799,,113377円円

法人町民税
1111,,995522円円

納めたお金 使ったお金

納めたお金 使ったお金
一般会計全体 331133,,007799円円
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■■特別会計 国民健康保険や介護保険など特定の事業の　

ために、一般会計と区別して使われる会計です。

■特別会計 上段：歳入総額
下段：歳出総額

会　計 予算 額 決算額 執行率

国民健康保険 43億3,500万円

老 人 保 健 41億7,409万円

土 地 取 得 2億9,000万円

簡 易 水 道 3億4,900万円

公共下水道 22億0,200万円

駐　車　場 8,460万円

農業集落排水 1,770万円

訪 問 看 護 4,450万円

介 護 保 険 23億6,370万円

合　　計 138億6,059万円

40億5,748万円 93.6％
40億3,903万円 93.1％
39億1,934万円 93.9％
38億5,041万円 92.2％
1億4,166万円 48.8％
1億3,857万円 47.8％
3億2,286万円 92.5％
3億2,241万円 92.4％
22億0,495万円 100.1％
21億4,735万円 97.5％

8,805万円 104.1％
7,493万円 88.6％
1,781万円 100.6％
1,593万円 90.0％
4,282万円 96.2％
3,861万円 86.8％

23億8,106万円 100.7％
22億8,136万円 96.5％
131億7,603万円 95.1％
129億0,860万円 93.1％

■年度末の市有財産
(一般会計）

◆土地　156万2,419㎡
◆建物　 14万9,937㎡

◆基金などの積立金 36億7,626万円
◆有価証券と出資金 2億2,885万円

■市が借りているお金
◆一般会計 193億3,039万円
◆特別会計 100億7,078万円
◆企業会計 72億7,458万円

■年度末の町有財産
(一般会計）

◆土地　23万2,505㎡
◆建物　 4万1,207㎡

◆基金などの積立金 3億3,718万円
◆出資金 1億1,070万円

■町が借りているお金
◆一般会計 49億4,502万円
◆特別会計 51億1,059万円
◆企業会計 11億4,241万円

■■基金積立金・有価証券・出資金
市・町が保有していた現金と同等の財産です。

（平成17年3月31日現在）

【
旧
袋
井
市
分
】

【
旧
浅
羽
町
分
】◇一般会計と特別会計については、翌年度の4・5月を出納整理

期間としていますが、平成16年度は合併に伴い、「旧袋井市」
と「旧浅羽町」とも平成17年3月31日で打ち切り決算を行い
ました。

◇各数値は、万円単位で調整しているので、決算数値と異なる
場合があります。

■特別会計 上段：歳入総額
下段：歳出総額

会　計 予算額 決算額 執行率

国民健康保険 11億9,219万円

老 人 保 健 12億1,631万円

公共下水道 8億9,600万円

介 護 保 険 6億9,897万円

合　　計 40億0,347万円

12億1,106万円 101.6％
11億2,780万円 94.6％
11億1,256万円 91.5％
11億0,210万円 90.6％
9億0,433万円 100.9％
8億7,993万円 98.2％
6億7,231万円 96.2％
6億3,030万円 90.2％
39億0,026万円 97.4％
37億4,013万円 93.4％
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【
旧
袋
井
市
分
】

【
旧
浅
羽
町
分
】

■企業会計
利用状況

◆入院：1111万万66,,006677人人……１日平均 331188..00人人
◆通院：2255万万22,,991199人人……１日平均 11,,004400..88人人

利用状況

◆給水戸数：22万万22,,554499戸戸　　 ◆給水人口：55万万99,,222255人人
◆総配水量：991188万万22,,666699mm33

※金額は、すべて税込みです。病院事業会計・水道事業会計とも、
資本的収入が資本的支出に不足する額は、過年度分損益勘定留保
資金などで補てんしました。

病院
事業

水道
事業

区　分 予算額 決算 額 執行率

収益的収支 事業収益 10億8,500万円 11億0,799万円 102.1％
事業費用 10億8,500万円 10億6,195万円 97.9％

資本的収支 資本的収入 2億5,888万円 1億9,263万円 74.4％
資本的支出 5億4,688万円 4億3,447万円 79.4％

区　分 予算額 決算額 執行率

収益的収支 事業収益 78億8,200万円 78億6,927万円 99.8％
事業費用 78億8,200万円 77億8,836万円 98.8％

資本的収支 資本的収入　 1億9,000万円 1億9,342万円 101.8％
資本的支出 10億4,142万円 9億1,562万円 87.9％

■企業会計
利用状況

◆給水戸数：66,,224477戸戸　　 ◆給水人口：1万万99,,664477人人
◆総配水量：330011万万66,,559966mm33

※金額は、すべて税込みです。資本的収入が資本的支出に不足する
額は、過年度分損益勘定留保資金などで補てんしました。

水道
事業

区　分 予算額 決算額 執行率

収益的収支 事業収益 3億5,720万円 3億3,197万円 92.9％
事業費用 3億5,720万円 3億1,161万円 87.2％

資本的収支 資本的収入 6,330万円 5,587万円 88.3％
資本的支出 1億8,463万円 1億6,086万円 87.1％

■■公営企業会計 市や町が、公共の利益を目的に企業を経営する

独立採算の会計です。

歳入…会計年度内に入ってきたお金。
自主財源…市や町が自ら徴収したお金。市

民税、町民税、固定資産税、使用料や
手数料など。

依存財源…国や県から入ってきたお金。市
債、町債、国庫支出金、県支出金、地
方譲与税、自動車取得税交付金など。

市債・町債…市や町が大きな建設事業など
を行うため国や銀行などから長期にわ
たって借りたお金。

市税・町税…市民税、町民税や固定資産税
などの税金。

繰越金…前年度から繰り越されたお金。
繰入金…各種基金の取り崩しによって繰り

入れたお金。
国庫支出金・県支出金…特定の事業のため

に、国や県から交付された補助金など。
地方交付税…地方自治体のサービス水準を

一定に保つため、国税のうち、所得税・
法人税・消費税などの一定割合を国が
地方へ交付したお金。

地方消費税交付金…県が地方消費税として
徴収し、人口割合などに応じて交付し
たお金。

分担金および負担金…特定の事業で利益を
受けた人から徴収したお金。

歳出…会計年度内に使ったお金。
土木費…道路や公園の整備などのために使

ったお金。
民生費…高齢者、児童などの社会福祉のた

めに使ったお金。
衛生費…ごみ処理や病気の予防などのため

に使ったお金。
教育費…学校整備や社会教育のために使っ

たお金。
総務費…庁舎などの維持管理や全般的な管

理事務のために使ったお金。
公債費…借りたお金を返すために使ったお

金。
消防費…消防・防災のために使ったお金。
農林水産業費…農林業や水産業の振興のた

めに使ったお金。
商工費…商業や工業の振興、企業誘致のた

めに使ったお金。
議会費…議会の運営のために使ったお金。
その他…労働費、災害復旧費、予備費など

のために使ったお金。

歳 出 編

歳 入 編

～用語解説～
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土地区画整理事業は、地域の特性を生かした美しいまち並みをつくり道路や公園などの公共施設を整備する事業です。
各区画整理組合では、一般の宅地用と事業用の分譲地（保留地）を販売しています。
是非この機会に、マイホームを現実のものにしてみてはいかがでしょうか。

区画整理課組合指導係　244-3127

春
岡
地
区（
山
名
小
学
校
北
側
）

◇
緑
豊
か
で
、
山
名
小
学
校
、
山
梨
幼
稚
園
、
明
和
第

一
保
育
園
な
ど
に
も
近
く
、
美
し
く
セ
ン
ス
の
よ
い

景
観
の
モ
デ
ル
街
区
も
販
売
開
始
し
て
い
ま
す
。

〈
一
般
宅
地
〉

面
積
　
２
０
０
㎡
（
約
60
坪
）
〜

価
格

１，
０
５
２
万
円
〜

区
画
数

１
２
８
区
画

上
山
梨
第
二
地
区
（
月
見
の
里
学
遊
館
周
辺
）

◇
大
型
商
業
施
設
や
月
見
の
里
学
遊
館
な
ど
に
近
く
、

安
心
で
快
適
な
居
住
環
境
で
す
。

いいにに住住ももうう。。ろろ
宅地や事業用地を販売しています～宅地や事業用地を販売しています～

　
月
は
販
売
強
化
月
間�

Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
実
施
中�

11
◇
市
職
員
が
分
譲
地
の
紹
介
や
現
地
案
内
を
し
て
い
ま
す
。
11
月
30

日
(水)
ま
で
に
春
岡
地
区
・
上
山
梨
第
二
地
区
・
祢
宜
弥

ね

ぎ

や

地
区
・
上
石

野
地
区
の
分
譲
地
に
仮
申
し
込
み
し
た
方
に
は
、
土
地
売
買
契
約

の
手
続
き
、
市
の
住
宅
に
関
す
る
補
助
制
度
の
届
け
出
な
ど
を
お

手
伝
い
し
ま
す
。
友
人
・
知
人
、
ご
家
族
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、

ご
見
学
く
だ
さ
い
。

◇
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と
し
て
利
用
で
き
る
道
ひ
ろ
ば
を
整
備
し
た

区
画
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

日

11
月
12
日
(土)
・
13
日
(日)

時

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

所

春
岡
土
地
区
画
整
理
組
合
事
務
所
（
袋
井
市
春
岡
１
）

◇
春
岡
土
地
区
画
整
理
組
合
事
務
所
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

春
岡
土
地
区
画
整
理
組
合

2
４
９
―

２
６
０
０

〈
ふ
れ
あ
い
夢
市
場
in
あ
さ
ば
２
０
０
５
〉

日

11
月
20
日
(日)

時

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

所

浅
羽
支
所
駐
車
場

〈
農
協
祭
イ
ン
茶
ピ
ア
〉

日

11
月
26
日
(土)
・
27
日
(日)

時

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
（
27
日
(日)
は
午
後
３
時
ま
で
）

所

香
り
の
丘
茶
ピ
ア
（
袋
井
市
岡
崎
７
１
５
７
―

１
）

日

11
月
27
日
(日)

出
発
時
間

午
前
９
時

集
合
場
所

市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル

内
容

市
内
４
区
画
整
理
組
合
の
分
譲
地
や
周
辺
の
施
設
な
ど
を

市
の
バ
ス
で
見
学
し
ま
す
。
約
３
時
間
の
見
学
会
で
す
。

定
員

40
人
（
先
着
順
）

申
込
方
法

事
前
に
電
話
で
参
加
人
数
、
代
表
者
の
氏
名
、
電
話

春
岡
ソ
ー
シ
ャ
ル
リ
ビ
ン
グ
（
道
ひ
ろ
ば
）
完
成
見
学
会

分
譲
地
案
内
無
料
バ
ス
ツ
ア
ー

分
譲
地
の
Ｐ
Ｒ

春
岡
土
地
区
画
整
理
組
合
　

2
４
９
―

２
６
０
０
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上
石
野
地
区
（
Ｊ
Ｒ
愛
野
駅
南
側
）

◇
Ｊ
Ｒ
愛
野
駅
や
小
笠
山
総
合
運
動
公
園
に
近
く
、
独
自
の

「
ま
ち
づ
く
り
ル
ー
ル
」
で
、
住
環
境
は
快
適
で
す
。
事
業

用
地
も
販
売
し
て
い
ま
す
。

〈
一
般
宅
地
〉

面
積
　
２
０
８
㎡
（
約
63
坪
）
〜

価
格

１，
６
０
５
万
円
〜

区
画
数

34
区
画

〈
事
業
用
地
〉

面
積

５
４
６
㎡
（
約
１
６
４
坪
）
〜
４，
０
６
９
㎡

価
格

要
相
談

区
画
数

５
区
画

上
石
野
土
地
区
画
整
理
組
合
　
2
４
５
―

１
１
８
８

〈
一
般
宅
地
〉

面
積
　
２
０
０
㎡
（
約
60
坪
）
〜

価
格

１，
２
２
４
万
円
〜

区
画
数

39
区
画

上
山
梨
第
二
土
地
区
画
整
理
組
合
　

2
４
９
―

０
４
４
０

祢
宜
弥

ね

ぎ

や

地
区
（
Ｊ
Ｒ
愛
野
駅
北
側
）

◇
Ｊ
Ｒ
愛
野
駅
に
近
く
、
日
当
た
り

良
好
で
す
。
独
自
の
「
ま
ち
づ
く

り
ル
ー
ル
」
で
、
住
環
境
は
快
適

で
す
。
事
業
用
地
も
販
売
し
て
い

ま
す
。

〈
一
般
宅
地
〉

面
積
　
２
９
２
㎡
（
約
88
坪
）
〜

価
格

２，
４
０
６
万
円
〜

区
画
数

３
区
画

〈
事
業
用
地
〉

面
積

７
９
７
㎡（
約
２
４
１
坪
）

〜
４，
１
９
３
㎡

価
格

要
相
談

区
画
数

４
区
画

ふふくくろろ
～区画整理組合の～区画整理組合の

番
号
を
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◇
市
職
員
が
区
画
整
理
地
内
の
分
譲
地
を
案
内
し
ま
す
。

日

11
月
１
日
（火）
〜
30
日
(水)
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
も
案
内
し
ま

す
）

時

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

受
付
場
所

市
役
所
３
階
区
画
整
理
課

◇
市
内
４
区
画
整
理
地
内
の
宅
地
情
報
を
無
料
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

申
込
方
法

電
話
ま
た
は
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
区
画
整
理

課
組
合
指
導
係
へ
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
希
望
す
る
土
地

の
種
類
、
条
件
、
面
積
な
ど
を
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

区
画
整
理
課
組
合
指
導
係
　
2
４
４
―

３
１
２
７

Ｆ
Ａ
Ｘ
４
４
―

３
１
４
５

kukakuseiri@
city.fukuroi.shizuoka.jp

分
譲
地
案
内
所

宅
地
（
保
留
地
）
購
入
希
望
者
登
録
制
度

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
特集�ふくろいに住もう。�

祢
宜
弥
土
地
区
画
整
理
組
合
　
　

2
４
５
―

１
１
８
７
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山
車
と
屋
台
が
勇
壮
に

10
月
７
日
〜
９
日
、
市
内
各
地
で
「
秋
ま

つ
り
」
が
行
わ
れ
、
１
３
０
台
を
超
え
る
山

車
や
屋
台
が
威
勢
よ
く
引
き
回
さ
れ
ま
し
た
。

各
地
域
で
は
、
稚
児
ち

ご

流
鏑
馬

や
ぶ
さ
め

や
お
ひ
つ
投

げ
な
ど
伝
統
的
な
行
事
が
行
わ
れ
た
り
、
趣

向
を
凝
ら
し
た
出
し
物
が
行
わ
れ
た
り
し

て
、
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

公
会
堂
な
ど
に
は
会
所
が
設
け
ら
れ
、
太

鼓
や
笛
の
祭
り
ば
や
し
が
響
き
渡
り
、
活
気

あ
る
掛
け
声
が
こ
だ
ま
し
て
い
ま
し
た
。

歩
い
て
ふ
く
ろ
い
再
発
見
！

10
月
16
日
、
市
内
各
地
で
「
袋
井
ふ
れ
あ

い
ウ
オ
ー
ク
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
袋
井
駅
や
浅
羽
会
館
か
ら
コ
ス
モ
ス
畑

を
訪
れ
る
コ
ー
ス
や
歴
史
あ
る
名
所
や
寺
院
を

巡
る
コ
ー
ス
な
ど
特
色
あ
る
８
コ
ー
ス
に
、
約

１，
０
０
０
人
が
参
加
。

参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、
休
憩
所
で
甘
酒
や
豚

汁
、
お
茶
の
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
受
け
な
が
ら
、

歩
い
て
袋
井
の
魅
力
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
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化
石
で
感
じ
る
古
代
の
ロ
マ
ン

10
月
11
日
、
山
名
小
学
校
の
６
年
生
が

理
科
の
「
大
地
の
つ
く
り
と
変
化
」
の
授
業

の
一
環
で
、
化
石
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

講
師
は
、
市
内
の
化
石
採
集
家
田
邊
積つ
も
る

さ
ん
（
鷲
巣
下
）。
児
童
た
ち
は
、
化
石
の
種

類
や
で
き
方
、
年
代
ご
と
の
説
明
を
真
剣
に

聞
い
た
後
、
貝
や
カ
ニ
、
ク
ジ
ラ
の
骨
や
サ

メ
の
歯
な
ど
の
化
石
を
実
際
に
触
り
ま
し
た
。

「
身
近
な
場
所
で
化
石
が
と
れ
る
な
ん
て
知

ら
な
か
っ
た
」
と
驚
き
な
が
ら
、
長
い
年
月

を
か
け
て
つ
く
り
出
さ
れ
た
化
石
に
自
然
の

雄
大
な
力
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

僕
た
ち
私
た
ち
が
命
を
救
う

10
月
14
日
、
袋
井
南
中
学
校
の
３
年
生

が
、
袋
井
消
防
署
で
「
普
通
救
命
講
習
」
や

「
レ
ス
キ
ュ
ー
体
験
」
を
行
い
ま
し
た
。

救
命
講
習
の
グ
ル
ー
プ
は
、
心
臓
マ
ッ
サ

ー
ジ
や
人
工
呼
吸
な
ど
を
繰
り
返
し
実
践
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
(※)
の
操
作
方
法
な
ど
も
学
び
ま
し
た
。

レ
ス
キ
ュ
ー
体
験
の
グ
ル
ー
プ
は
、
ロ
ー

プ
の
結
び
方
を
習
っ
た
り
、
は
し
ご
車
に
乗

っ
た
り
し
て
レ
ス
キ
ュ
ー
訓
練
を
体
験
。

生
徒
た
ち
は
、
命
の
大
切
さ
や
命
を
救
う

大
変
さ
な
ど
を
体
感
し
、
地
域
の
防
災
活
動

に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
語
り
ま
し
た
。

※AED（Automated
オートメイテッド

External
エクスターナル

Defibrillator
デフィブリレーター

）…音声ガイダンスに従って操作し、心臓
に電流を一時的に流し心臓を規則正しいリズムに戻す機器です。平成16年7月1日
から救急救命士の資格を持たない方でも取り扱えるようになっています。
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最
近
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
、
機
会
が

あ
れ
ば
参
加
し
て
み
よ
う
と
思
っ
て
い
る
方

も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

市
民
病
院
で
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
の
皆
さ
ん
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
今
年
４

月
か
ら
活
動
を
始
め
た
「
受
付
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」
の
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

緑
の
エ
プ
ロ
ン
が
目
印
で
す

市
民
病
院
の
入
り
口
で
、
車
か
ら
降
り
る

方
や
乗
り

込
む
方
の

お
手
伝
い

を
し
た

り
、
車
い

す
の
介
助

や
移
動
の

お
手
伝
い
、
自
動
精
算
機
の
案
内
、
車
い
す

の
清
掃
な
ど
を
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

で
き
る
範
囲
で
活
動
し
て
い
ま
す

今
年
か
ら
活
動
を
始
め
た
「
受
付
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
」
の
皆
さ
ん
は
、
現
在
５
人
で
活
動

し
て
い
ま
す
。

「
何
か
役
に
立
て
れ
ば
と
思
い
、
市
民
病

院
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
始
め
ま
し
た
」

「『
あ
り
が
と
う
！
』
と
笑
顔
で
あ
い
さ
つ
さ

れ
る
と
、
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
続
け
て
い

こ
う
と
思
い
ま
す
」
と
語
り
ま
す
。

皆
さ
ん
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

病
院
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

◇
活
動
で
き
る
日
や
時
間
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日

月
・
火
・
木
・
金
曜
日
（
祝
日
、
年

末
年
始
は
除
く
）

時

午
前
９
時
〜
11
時
30
分

所
　
市
民
病
院

申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
、
フ
ァ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
で
市
民
病
院
管
理
課
総
務
係

へ
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

市
民
病
院
管
理
課
総
務
係

2
４
３
―

２
５
１
１
（
代
表
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
４
３
―

５
５
７
６

kanri-b@
city.fukuroi.shizuoka.jp

縁
の
下
の
力
持
ち
「
病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

会
社
な
ど
の
健
康
保
険
の
扶
養
家
族
に

な
れ
ま
せ
ん
か
？

会
社
な
ど
の
健
康
保
険
は
、
本
人
（
被
保
険

者
）
だ
け
で
な
く
、
家
族
も
加
入
で
き
ま
す
。

次
の
①
〜
③
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る

方
は
、
会
社
の
健
康
保
険
担
当
者
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

①
被
保
険
者
の
父
母
、
祖
父
母
な
ど
の
直

系
尊
属
と
配
偶
者
（
内
縁
も
含
む
）、
子
、

孫
、
弟
妹
で
、
主
に
被
保
険
者
の
収
入

に
よ
っ
て
生
活
し
て
い
る
方

②
被
保
険
者
の
３
親
等
内
の
親
族
で
、
被

保
険
者
と
同
じ
世
帯
に
い
て
、
主
に
被

保
険
者
の
収
入
に
よ
っ
て
生
活
し
て
い

る
方

③
配
偶
者
（
内
縁
の
配
偶
者
）の
父
母
、
子

で
被
保
険
者
と
同
一
世
帯
に
い
て
、
主

に
被
保
険
者
の
収
入
に
よ
っ
て
生
活
し

て
い
る
方

◇
会
社
に
よ
っ
て
、
扶
養
の
認
定
基
準
が
異

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

健
康
保
険
の
扶
養
家
族
に
な
っ
た
場
合
は
、

国
保
か
ら
抜
け
る
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

◇
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
に
加
入
し
て
い
る

人
数
が
減
る
と
国
保
税
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

持
ち
物

新
し
い
健
康
保
険
証
、
国
保
の
保

険
証
、
認
め
印

所

市
役
所
１
階
市
民
課
国
保
年
金
係
ま
た

は
、
支
所
１
階
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
窓
口
係

◇
会
社
な
ど
の
健
康
保
険
の
扶
養
家
族
に
な

っ
て
も
、
会
社
の
健
康
保
険
料
は
変
わ
り

ま
せ
ん
。

〈
医
療
費
通
知
に
つ
い
て
〉

国
保
に
加
入
し
て
い
る
方
が
か
か
っ
た
医

療
機
関
や
医
療
費
を
確
認
し
て
も
ら
う
た
め

「
医
療
費
通
知
」（
写
真
）を
郵
送
し
て
い
ま
す
。

「
医
療
費
通
知
」
は
皆
さ
ん
の
医
療
記
録
に

も
な
り
ま
す
。

医
療
費
は
、
窓
口
で
支
払
っ
た
自
己
負
担

金
だ
け
で
な
く
、
皆
さ
ん
が
納
め
た
貴
重
な
国

保
税
か
ら
支
払
わ
れ
て
い
ま
す
。

会
社
の
健
康
保
険
に
加
入
で
き
る
方
は
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う

「医療費通知」は確定申告の
医療費控除の申告には使え
ません。医療機関などが発
行した領収書を添付するか
提示してください。

市
民
課
国
保
年
金
係

2
４
４
―

３
１
１
３

市
民
サ
ー
ビ
ス
課
窓
口
係
　

2
２
３
―

９
２
１
２



エコ ライフ 

を
降
ろ
す
と
、
１
年
間
で
約
２
・
５

の
ガ

ソ
リ
ン
が
節
約
で
き
ま
す
。

●
タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
を
確
か
め
ま
し
ょ
う

空
気
圧
が
適
正
値
よ
り
低
い
と
燃
費
を
悪

く
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、
空
気
圧
が
適
正
値
よ
り
93
k
Pa

（
０
・
５
kg
/

）
減
っ
た
タ
イ
ヤ
を
適
性

値
に
調
整
す
る
と
、
１
年
間
で
23

ガ
ソ

リ
ン
が
節
約
で
き
ま
す
。

●
適
切
な
暖
機
運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う

暖
機
運
転
中
も
、
ガ
ソ
リ
ン
を
消
費
し
て

い
ま
す
。

例
え
ば
、
１
日
１
回
（
４
分
間
）
の
暖
機

運
転
を
や
め
る
と
、
１
年
間
で
21

の
ガ
ソ

リ
ン
が
節
約
で
き
ま
す
。

●
急
発
進
・
急
加
速
は
や
め
ま
し
ょ
う

急
発
進
や
急
加
速
を
す
る
と
、
エ
ン
ジ
ン

は
燃
料
を
余
分
に
消
費
し
ま
す
。

例
え
ば
、
急
発
進
・
急
加
速
を
１
日
に
10

回
や
め
る
と
、
１
年
間
で
約
44

の
ガ
ソ
リ

ン
が
節
約
で
き
ま
す
。

●
経
済
的
速
度
で
走
行
し
ま
し
ょ
う

一
般
道
路
を
時
速
40
km
、
高
速
道
路
を
時

速
80
km
で
走
行
す
る
と
最
も
燃
費
が
よ
く
な

り
ま
す
。

例
え
ば
、
高
速
道
路
で
年
間
１，
０
０
０

km
の
距
離
を
時
速
80
km
で
走
行
す
る
と
、
時

速
１
０
０
km
で
走
行
し
た
と
き
に
比
べ
て
、

約
11

の
ガ
ソ
リ
ン
が
節
約
で
き
ま
す
。

cm2

〜
「
思
い
や
り
パ
ッ
シ
ン
グ
運
動
」
〜

自
動
車
を
運
転
し
て
い
る
方
は
、
横
断
歩

道
を
渡
ろ
う
と
し
て
い
る
歩
行
者
や
自
転
車

を
見
か
け
た
ら
、
パ
ッ
シ
ン
グ
（
ヘ
ッ
ド
ラ

イ
ト
を
上
向
き
に
短
く
点
灯
す
る
）
で
対
向

車
に
横
断
歩
道
を
渡
ろ
う
と
し
て
い
る
方
が

い
る
こ
と
を
伝
え
ま
し
ょ
う
。

11 広報ふくろい 2005 平成17年11月1日

【
横
断
歩
道
上
で
の
交
通
事
故
が

増
え
て
い
ま
す
】

〜
横
断
歩
道
上
で
の
事
故
は

大
阪
府
に
次
い
で
２
番
目
で
す
〜

平
成
16
年
中
に
、
静
岡
県
内
の
横
断
歩
道

上
で
交
通
事
故
に
遭
い
、
死
亡
し
た
65
歳
以

上
の
方
は
19
人
い
ま
す
。

全
国
で
は
、
大
阪
府
に
次
い
で
２
番
目
に

多
い
件
数
で
す
。

〜
横
断
歩
道
上
で
は
歩
行
者
が
優
先
で
す
〜

横
断
歩
道
上
で
は
横
断
し
よ
う
と
し
て
い

る
方
が
優
先
で
す
。

自
動
車
は
、
横
断
歩
道
を
渡
る
方
が
い
る

と
き
は
、
横
断
歩
道
の
手
前
で
一
時
停
止
し

て
く
だ
さ
い
。
夕
暮
れ
時
な
ど
早
め
に
ラ
イ

ト
を
点
灯
し
、
横
断
歩
道
や
交
差
点
付
近
で

は
歩
行
者
や
自
転
車
に
注
意
し
て
運
転
し
ま

し
ょ
う
。

ひとくちメモ ひとくちメモ 
交通安全まめ知識 

道路交通法第38条・横断歩行者妨害 

ス
マ
ー
ト
ド
ラ
イ
ブ
（
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
運

転
）
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
上
手
に
使
う
家
計

と
地
球
に
優
し
い
ド
ラ
イ
ブ
テ
ク
ニ
ッ
ク
で

す
。
遠
出
は
も
ち
ろ
ん
近
所
へ
の
ち
ょ
っ
と

し
た
移
動
で
も
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
心
掛
け
で

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
果
や
燃
費
が
違
っ
て
き
ま

す
。
車
の
使
い
方
や
運
転
の
こ
つ
を
知
り
、

家
計
に
も
地
球
に
も
優
し
い
ス
マ
ー
ト
ド
ラ

イ
バ
ー
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

●
余
分
な
荷
物
は
降
ろ
し
ま
し
ょ
う

必
要
の
な
い
荷
物
を
積
ん
だ
ま
ま
に
し
て

お
く
と
、
加
速
性
能
を
低
下
さ
せ
る
だ
け
で

な
く
、
燃
費
を
悪
く
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、
ゴ
ル
フ
バ
ッ
グ
（
１
個
約
10
kg
）

環境衛生課環境保全係　244-3115

・進路の前方を横断歩道などを利用し
て、横断しようとする歩行者または、
自転車が確認できない場合は、横断
歩道の直前で停止できる速度で進ま
なくていけません。

・進路の前方を横断歩道などを利用し
て横断または、横断しようとする歩
行者がいるときは、横断歩道の直前
で一時停止し、歩行者などの通行を
妨げてはいけません。

地
域
振
興
課
交
通
対
策
係

2
４
４
―

３
１
２
５

～スマートドライブで出掛けよう～



８
月
31
日
か
ら
９
月
28
日
ま
で
、
総

合
セ
ン
タ
ー
で
男
性
・
女
性
に
か
か
わ

ら
ず
「
自
分
ら
し
く
」
生
き
て
い
く
方

法
を
見
つ
け
出
せ
る
よ
う
な
講
座
「
新

た
な
魅
力
を
身
に
つ
け
よ
う
！
」（
全

４
回
）
を
開

催
し
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー

で
は
、「
個こ

育

て
」「
見
か
け

パ
ワ
ー
を
ア

ッ
プ
し
よ
う
」

「
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ

に
見
る
女
と

男
」「
北
条
政

子
、
与
謝
野

晶
子
、
平
塚

ら
い
て
う
の
人
生
か
ら
」
の
演
題
で
４

人
の
講
師
か
ら
46
人
の
皆
さ
ん
が
話
を

聞
き
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
た
皆
さ
ん
に
感
想

を
聞
き
ま
し
た

20
代
女
性
「
大
人
に
な
る
と
赤
色
も
青

色
も
区
別
な
く
使
う
の
に
対
し
て
、

子
ど
も
に
は
昔
か
ら
決
ま
っ
た
色
が

あ
る
の
で
、
も
っ
と
広
い
世
代
で
い

ろ
い
ろ
な
色
を
取
り
入
れ
て
い
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
」

12

 
 

 
「男は仕事、女は家庭」と
いった性別による固定的な役
割分担にとらわれずに、家庭で、
地域で、学校で、職場で、そ
れぞれの個性と能力を発
揮できることです。 

男女共同参画とは 

今
年
も
、
松
原
の
コ
ス
モ
ス
が
き
れ
い
に
咲
き
ま
し
た
。
私
は
、
ラ
ジ
オ
の
中
継

放
送
の
時
を
含
め
て
、
３
回
コ
ス
モ
ス
畑
に
行
き
ま
し
た
。
そ
れ
に
し
て
も
５
０
０

万
本
そ
ろ
う
と
見
事
な
も
の
で
す
。

背
丈
ほ
ど
の
高
さ
に
育
っ
た
コ
ス
モ
ス
畑
の
中
に
入
っ
て
、
花
を
真
横
か
ら
見
る

と
、
日
に
当
た
っ
た
花
び
ら
が
き
ら
き
ら
と
光
っ
て
水
の
上
に
浮
か
ん
で
い
る
よ
う

に
見
え
ま
す
。

２
年
前
の
静
岡
国
体
の
時
、
袋
井
地
域
で
は
、
ま
ち
を
花
で
一
杯
に
し
て
各
県
か

ら
の
選
手
団
を
迎
え
よ
う
と
、
各
自
治
会
で
コ
ス
モ
ス
畑
を
作
り
ま
し
た
。
お
陰
で
、

市
内
の
至
る
所
で
コ
ス
モ
ス
の
花
が
咲
き
、
好
天
に
恵
ま
れ
た
国
体
の
期
間
中
、
訪

れ
た
選
手
や
監
督
を
喜
ば
せ
ま
し
た
。

袋
井
で
育
っ
て
咲
い
た
コ
ス
モ
ス
の
種
は
、
次
の
開
催
地
の
埼
玉
県
熊
谷
市
に
贈

っ
た
の
で
、
き
っ
と
埼
玉
で
咲
き
、
今
年
は
岡
山
で
咲
い
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

私
の
家
に
泊
ま
っ
た
島
根
県
の
高
校
生
２
人
も
花
が
き
れ
い
だ
と
褒
め
て
く
れ
ま

し
た
。
今
、
大
学
生
と
な
っ
た
円
盤
投
げ
の
選
手
は
、
右
手
か
ら
離
れ
て
い
く
円
盤

は
、
時
計
回
り
に
回
転
し
て
飛
ん
で
い
き
、
大
切
な
こ
と
は
、
手
か
ら
離
れ
る
瞬
間

に
人
差
し
指
を
し
っ
か
り
き
か
せ
る
こ
と
だ
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
も
う
１
人
の

砲
丸
投
げ
の
選
手
は
、
砲
丸
は
手
の
平
で
投
げ
る
の
で
は
な
く
、
指
先
で
投
げ
る
も

の
だ
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
大
き
な
体
に
ふ
さ
わ
し
く
、
御
飯
を
何
杯
も
お
か
わ

り
し
な
が
ら
話
し
て
く
れ
た
の
を
懐
か
し
く
思
い
出
し
ま
す
。

今
で
も
多
く
の
家
庭
が
、
当
時
泊
ま
っ
た
選
手
や
監
督
と
つ
な
が
り
を
持
っ
て
い

ま
す
し
、
自
治
会
ご
と
に
開
催
し
た
歓
迎
会
の
感
激
も
残
っ
て
い
ま
す
。
い
つ
の
日

か
、
ま
た
全
員
に
袋
井
へ
来
て
も
ら
っ
て
、
彼
ら
が
頑
張
っ
た
エ
コ
パ
で
も
う
一
度

「
袋
井
国
体
」
を
開
催
で
き
た
ら
す
ば
ら
し
い
と
夢
見
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の

時
に
は
、
市
内
全
域
を
コ
ス
モ
ス
の
花
で
飾
り
ま
し
ょ
う
。

コスモス

「
新
た
な
魅
力
を
身
に
付
け
よ
う
！
」

男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た

40
代
女
性
「
女
性
の
歴
史
を
見
れ
ば
、

『
女
性
の
〜
で
あ
る
べ
き
』
が
明
治

政
府
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
様
々
な

視
点
で
物
事
を
と
ら
え
る
こ
と
が
大

切
だ
と
感
じ
ま
し
た
」

60
代
男
性
「
孫
を
持
つ
年
齢
に
な
り
自

分
の
子
育
て
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
、

考
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
講
師
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
参
考
に
し
な
が
ら
子

育
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
で
き
れ
ば
よ

い
と
思
い
ま
す
」

男
女
共
同
参
画
の
視
点
は
、
皆
さ
ん

の
身
近
な
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

い
つ
も
の
見
方
を
変
え
、
発
想
の
転
換

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
き
っ
と
新
し
い
自

分
を
発
見
で
き
、
活
気
あ
る
新
し
い
ま
ち

づ
く
り
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

しあわせ推進課人権啓発室
244-3116

問 



地域やサークルの行事、お気に入りの写真や子
どもの写真などを郵送してください。 

写真には、タイトル、住所、氏名（ふりがな）、年齢（生
年月日）、電話番号、自治会名を書き添えてください。 
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●プールって楽しいな
左から丸野愛海

あ い み

ちゃん（4歳）、義仁
よ し と

ちゃん

（1歳）浅羽

●双子が双子を抱っこ！

左から2人目秋山吹樹
ふ う き

ちゃん（3か月）、3人目

和花
な の は

ちゃん（3か月）横井

広報ふくろい 2005 平成17年11月1日

入
場
者
１
５
０
万
人
突
破
！

10
月
14
日
、
袋
井
B
＆
G

海
洋
セ
ン
タ
ー
の
入
場
者
数
が

１
５
０
万
人
に
達
し
ま
し
た
。

袋
井
B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ

ー
は
、
B
＆
G
（
ブ
ル
ー
シ

ー
・
ア
ン
ド
・
グ
リ
ー
ン
財

団
）
の
補
助
を
受
け
て
、
平
成

元
年
５
月
に
オ
ー
プ
ン
。

１
５
０
万
人
目
の
入
場
者
と

な
っ
た
秋
山
恵
さ
ん
（
島
田
市
・
写
真
右
）
に
は
、
戸
塚
教
育
長

（
写
真
左
）
か
ら
記
念
品
と
花
束
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
秋
山
さ
ん

は
「
こ
れ
か
ら
も
健
康
づ
く
り
と
体
力
維
持
の
た
め
、
体
調
を
見

な
が
ら
プ
ー
ル
に
通
い
た
い
で
す
」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

月
見
の
里
で
も
住
民
票
な
ど
を
交
付
し
ま
す

10
月
11
日
、
月
見
の
里
学
遊

館
で
「
証
明
書
等
業
務
開
始
式
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
市
役
所
と
支
所

の
窓
口
で
交
付
し
て
い
た
「
住

民
票
の
写
し
」、「
戸
籍
謄
抄
本
」、

「
印
鑑
登
録
証
明
書
」
の
３
つ
の

証
明
書
が
、
月
見
の
里
学
遊
館

事
務
室
の
窓
口
で
も
交
付
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

発
行
は
月
〜
金
曜
日(

木
曜
日

は
除
く
）
の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
。
是
非
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

市
民
課
市
民
サ
ー
ビ
ス
係
　
2
４
４
―

３
１
１
２

問 

●わんぱく兄弟
左から山田拓ちゃん（6歳）、隼

はやと

ちゃん
（3歳）可睡

●
砂
風
呂
？

左
か
ら
長
島
碧
海

あ

み

ち
ゃ
ん
（
３
歳
）、
松
田
千
里

せ
ん
り

ち
ゃ
ん

（
３
歳
）、
大
須
賀
湧
貴
ち
ゃ
ん
（
２
歳
）
小
野
田

「
砂
場
で
３
人
仲
良
く
遊
ん
で
い
ま
す
。
砂
風
呂
み
た
い

で
し
ょ
!?
」
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地震に対する備えは大丈夫！？

地域振興課防災対策室　244-3108 FAX43-2132 〒437-8666 袋井市役所

市民サービス課地域振興係　223-9215 FAX30-0170  〒437-1192  袋井市浅羽支所

問 申 

◇地震による家具の転倒を防ぐため、
市では、家具の固定事業を行ってい
ます。市が委託した大工さんがＬ型
金具やベルトを使って、家具を固定
します。

◇市が家具の固定に掛かる費用の6分
の5を負担し
ます。個人
の負担額は
右表のとお
りです（1世
帯6台まで）。

対象　これまでに家具の固定の支援を
受けていない世帯

補助台数 約800台（先着順）
申込方法 市役所2階地域振興課防災
対策室・支所1階市民サービス課地
域振興係・公民館にある申請書に必
要事項を記入して、持参するか、フ
ァクスまたは、郵送でお申し込みく
ださい。

申込期間 11月14日(月)～12月14日(水)

家庭内の家具の固定を
支援します

固定台数
2台
3台
4台
5台
6台

個人負担額
1,600円
2,500円
3,300円
4,100円
5,000円

対象　昭和56年5月以前に建てた木造
住宅にお住まいで、耐震診断の総合
評点1.0未満の方(※1）

申込方法 市役所2階地域振興課防災
対策室にご相談のうえ、市役所2階
地域振興課防災対策室または、支所
1階市民サービス課地域振興係へお
申し込
みくだ
さい。

防災ベッドの購入を
補助します

補助額
県が開発した防災ベッ
ド(※2)の購入費用の3
分の2以内で、1台20
万円まで

対象地域

市内全域

(※1）耐震診断は無料で受けられます。
詳しくは、地域振興課防災対策
室にお問い合わせください。

(※2）補助対象防災ベッドなど、詳し
くはお問い合わせください。

●袋井の特産品開発事業へ補助金を交付します

◇袋井ブランドとして売り出し、観光振興や地域の活性化を目的に、市内で生産
される産品の加工品や工芸品など特産品の開発や販売に取り組む団体などへ補
助金を交付します。

対象　特産品の開発やその販売に取り組む団体や個人で、次の①～③のいずれか
に当てはまる事業①一定期間以上の販売が可能な特産品の開発または、その販
売に取り組む団体を育成するための事業②一定期間以上の販売が可能な特産品
を開発するための事業③特産品の販売を促進する事業

補助率 ①②1品目につき1年当たり商品開発などの対象経費の2分の1（限度額
50万円3年間が限度）③1品目につき1年当たり特産品販売の免許申請に係る手
数料の2分の1（限度額1万円）

申込方法 事前に商工課観光振興係へご相談のうえ、お申し込みください。
商工課観光振興係 244-3156問 申 

◇平成17年分の所得の申告から、国
民年金保険料を社会保険料控除とし
て申告する場合に、1年間に納付し
た国民年金保険料を証明する書類の
添付や提示が義務付けられました。

◇1年間に納付した国民年金保険料の
額を証明する「社会保険（料）控除
証明書」を11月上旬に郵送します。

◇年末調整、確定申告の手続きの際に
は、必ず証明書や領収書が必要です。
大切に保管してください。
静岡県社会保険事務局掛川事務所

20537-21-5520

▽社会保険（料）控除証明書に関すること

控除専用ダイヤル　20570-00-9911問 

問 

●国民年金保険料の社会保険料
控除には証明書が必要です

◇国民健康保険（国保）税は、その年
中に納付した金額が所得税・住民税
の社会保険料控除の対象となりま
す。

◇市では、平成18年1月下旬に納付額
を記載したお知らせはがきを世帯主
（納税義務者）あてに郵送します。
はがきに記載された額は平成17年1
月1日から12月31日までに納付し
た国保税の合計額です。確定申告の
資料になりますので大切に保管して
ください。

◇年末調整の際に社会保険料控除とし
て計上する場合は、納税通知書など
から平成17年中に納付した額を合
算するか、担当課までお問い合わせ
ください。

▽国保に関すること
市民課国保年金係 244-3113
市民サービス課窓口係 223-9212

▽確定申告に関すること
税務課市民税係 244-3109

▽国保税の納付に関すること
税務課徴税管理係 244-3111問 

問 

問 

●国民健康保険税納付額のお知
らせを1月下旬に郵送します
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問 は問い合わせ先 申 は申し込み先 はEメール

◇市では袋井商工会議所会頭・名誉顧
問などの要職を歴任し、市政の進展
に貢献された故豊田順介さん(永楽
町)に功労章（産業功労）を贈りま
した。
秘書広報課秘書係　244-3103問 

●功労章を贈呈しました

浜松労災病院に
アスベスト疾患センター設置

◇アスベスト関連疾患を専門に扱う
「アスベスト疾患センター」が、浜
松労災病院に設置されました。ア
スベスト疾患センターは、アスベ
スト曝露

ばくろ

者、アスベスト関連疾患
患者を対象に健康相談や健康診断、
診療を行います。

▽アスベスト健康相談
日 月～金曜日（祝日は除く）
時 午前9時～午後5時
内容 相談員による電話相談
（2053-462-1211）や面談

▽アスベスト外来
日 月・水・金曜日（祝日は除く）
時 午後1時～3時30分
（受付　正午～午後2時30分）
内容 専門医による診療、健康診
断
◇健康診断を希望する方は、事前
に電話で予約してください。

独立行政法人労働者健康福祉
機構 浜松労災病院
2053-462-1211   浜松市将藍町25

問 申 

アスベスト情報

10月15日号の11月の市民カレン
ダーでお知らせした「まちづくり
タウンミーティング」の日程に誤
りがありました。正しくは、本紙
10月15日号9ページをご覧くださ
い。お詫びして、訂正します。
秘書広報課広報広聴係　244-3104問 

お詫びと訂正

◇平成18年分からは農業所得標準を完全に廃止し、自主申告となります。
◇農業所得は、収入金額から必要経費を差し引く「収支計算」により申告してく
ださい。

＜収支計算説明会＞　

※対象地区は目安です。ご都合のよい会場へお出掛けください。
磐田税務署個人課税第1部門　232-6114

税務課市民税係　244-3109

問 

遠州中央農協袋井支店

日

11月15日(火)

11月16日(水)

11月17日(木)

対象地区
山梨・袋井北
三川・宇刈・今井
袋井西・袋井東
袋井南・高南
浅羽北・浅羽西・浅
羽東・浅羽南・笠原

時

午後1時30分～

●農業所得の収支計算説明会を行います

●パキスタン北部地震
災害救援金を受け付けます

◇日本赤十字社では、パキスタン北
部で発生した大地震の被災者救援
のため、救援金を受け付けていま
す。

◇救援金を寄託していただける方は、
お近くの郵便局で振り込んでくだ
さい。

受付締切　11月30日(水)
郵便振替口座番号 00110-2-5606
郵便振替口座名義 日本赤十字社
※通信欄に「パキスタン北部地震」
と記入してください。受領証を希
望する方は、「受領証希望」と併せ
て記入してください。

◇送金手数料は、免除扱いとなります。
しあわせ推進課生活福祉係 244-3119問 

＜電話相談～女性の人権ホットライン～＞

暴力、職場でのセクシャルハラスメ
ント、ストーカーなどに関する電話
相談（2054-254-3589）を受け付
けます。
日 11月20日(日)
時 午前10時～午後5時
静岡地方法務局静岡県人権擁護委

員連合会　2054-254-3589

＜人権に関する相談＞

日　毎週月～金曜日（祝日は除く）
時　午後1時～4時
所　静岡地方法務局袋井支局
◇申し込みは不要です。直接会場へ
お越しください。
静岡地方法務局袋井支局　242-3545

＜市民相談＞

日　①毎月第2木曜日
②毎月第3木曜日

時　午後1時～4時
所 ①市役所1階第1相談室
②浅羽会館6号会議室

①地域振興課市民活動支援係

244-3107  ②市民サービス課地域

振興係　223-9215

問 

問 

問 

●人権相談を
ご利用ください

本紙10月15日号10ページ、学生
海外派遣団のヒルズボロ市訪問の
期間が変更になりました。
変更前 平成18年3月20日(月)～27日(月)
変更後 平成18年3月21日(火)～28日(火)
袋井国際交流協会　243-8070問 

学生海外派遣団の派遣期間変更

遠州中央農協浅羽支店

所
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◇平成18年度月見の里学遊館うさぎ
ホールで開催するイベントの企画や
アイデアを募集します。

◇採用された方には、企画運営にスタ
ッフとして参加していただきます。

企画内容　コンサート、演劇など皆さ
んに楽しんでもらえる企画

対象 市内在住・在勤の方
予算 総事業費300万円以内
申込方法 イベント企画書、予算書、
応募者のプロフィールを郵送してく
ださい。

申込締切 11月30日(水)
◇選考結果は、後日通知します。

月見の里学遊館　249-3400

〒437-0125 袋井市上山梨32-1

問 申 

●月見の里市民イベントの
企画を募集します

日　11月15日(火)
時　午後1時30分～4時30分
所　市役所3階303会議室
対象 農業者年金の受給予定者、受給
者、新規加入希望者など

相談料 無料
◇申し込みは不要です。直接会場へお
越しください。
農政課農地係　244-3167問 

●農業者年金定例相談会

●平成18年度学校給食用
物資納入業者の募集

応募資格　給食用物資として必要な
衛生管理のもと次の①～⑤に給食
物資を納入できる方①袋井学校給
食センター1日4,600食程度②浅羽
学校給食センター1日2,400食程度
③袋井南小学校1日660食程度④高
南小学校1日270食程度⑤笠原小学
校1日170食程度

納入品目　穀類、いも・でんぷん類、
砂糖・甘味料、野菜類、
油脂類、種実類、豆
類、魚介類、肉類、卵
類、乳類、果実類、き
のこ類、藻類、し好飲料類、調味
料・香辛料類、調理加工食品類、
菓子類など

申込方法 各学校給食センターや各
小学校にある申込用紙に必要事項
を記入して、食品衛生監視票の写
し、事業所の位置図・平面図、納
税証明書を添えてお申し込みくだ
さい。

募集期間 11月15日(火)～12月2日(金)
袋井学校給食センター

249-0105

問 申 

日　12月9日(金)
時　▽午前コース 午前10時～正午
▽午後コース 午後2時～4時

所　市役所3階301会議室
内容　講義とお正月用寄せ植えづくり実習
講師　富田成行さん（森町グリーンス
コップ代表）、富田規与美さん

対象 市内在住・在勤の方
定員 各コース25人（先着順）
受講料 900円（材料費）当日、釣り
銭のないようにお持ちください

持ち物　ビニール手袋、エプロン、割
り箸、筆記用具、作品を持ち帰る袋

申込方法 電話で住所、氏名、電話番
号をお申し込みください。

申込期間 11月15日(火)～29日(火)
街路公園課公園緑地係

244-3165

問 申 

●花の会のお正月用
寄せ植え教室

＜2等陸・海・空士＞
試験日　12月11日(日)
対象　18歳以上27歳未満の男性の方
申込締切　12月2日(金)
入隊時期 平成18年3月下旬
自衛隊静岡地方連絡部　袋井募集
事務所　243-3717 ホームページ
http://www.sizuoka.plo.jda.go.jp

問 

●自衛官採用試験

◇車でお越しの方は、市役所駐車場を
ご利用ください。

＜年末調整説明会＞
日　11月17日(木)
時　午前10時～正午、午後1時30
分～3時30分

所　総合センター4階
持ち物 郵送された資料
磐田税務署法人課税第1部門 232-6127

＜青色決算説明会＞
日　11月18日(金)
時　午前9時30分～11時30分、午
後1時30分～3時30分

所　総合センター4階
持ち物 郵送された資料
磐田税務署個人課税第1部門 232-6114問 

問 

●年末調整・青色決算説明会
を開催します



17 広報ふくろい 2005 平成17年11月1日

問 は問い合わせ先 申 は申し込み先 はEメール

◇2日間で完成する本格キムチです。
日時　▽1日目12月10日(土)午後1時
30分～4時　▽2日目12月11日(日)
午前9時30分～午後2時30分

場所　高南公民館
講師 花宮愛淑

あいしゅく

さん
定員 25人（申し込み多数の場合は
抽選）

受講料 2,000円（材料費含む）
持ち物 エプロン、三角きん、筆記用具

●韓国家庭の味
本格手作りキムチに挑戦

◇負傷者を救命するための心臓マッ
サージや人工呼吸の方法、AED
（自動体外式除細動器）の講習や実
技を行います。

時　午後1時30分～4時30分　
（受付 午後1時～）
対象　市内在住の方
定員 各会場10人（先着順）
受講料 無料
申込方法 電話または、ファクスで住
所、氏名、生年月日、電話番号、希
望日をお申し込みください。

申込締切 11月18日(金)
◇講習終了後、修了証を交付します。

健康づくり推進課健康推進係
242-7275 FAX42-7276

問 申 

●普通救命・自動体外式
除細動器講習会

日
11月25日(金)
12月 9 日(金)
12月14日(水)
12月15日(木)
12月22日(木)
平成18年1月12日(木)
1 月24日(火)
1 月31日(火)
2 月 3 日(金)
2 月10日(金)
2 月15日(水)
2 月22日(水)
2 月28日(火)

所
袋井南公民館
袋井東公民館
袋井北公民館
袋井西公民館
三川公民館
今井公民館
山梨公民館
高南公民館
笠原公民館
浅羽北公民館
浅羽西公民館
浅羽東公民館
浅羽南公民館

◇ワードで年賀状を作ってみよう。

所　月見の里学遊館集会室A
講師　中村塁さん（静岡理工科大学
情報システム学科講師）

定員 各16人（先着順）
受講料 1,000円（テキスト代など）
申込方法 電話で住所、氏名、電話
番号、希望の日時をお申し込みく
ださい。

申込受付 11月15日(火)午前8時30
分～
月見の里学遊館 249-3400問 申 

● ITワークショップ

日

11月27日(日)

11月28日(月)
11月29日(火)

時
午前9時30分～11時30分
午後1時30分～3時30分
午前9時30分～11時30分
午後7時30分～9時30分

◇精神に障害のある方の自立について
考えてみませんか。

日　11月19日(土)
時　午後2時～3時30分
所　総合センター4階
演題 地域でいきいきと暮らすために　
講師　新居昭紀さん（聖隷三方原病院
名誉院長）

受講料 無料
◇申し込みは不要です。直接会場にお
越しください。

◇託児を利用する方は、事前に電話で
お申し込みください。
しあわせ推進課障害者福祉係

244-3114

問 

●精神保健福祉講演会

◇糖尿病の最新情報をお伝えします。
日　11月26日(土)
時　午後2時30分～4時
（受付 午後2時～）
所　袋井保健センター2階会議室
講師 小野七生

ないき

医師（小野クリニッ
ク院長）

演題 糖尿病とメタボリックシンド
ロームについて

定員 80人（先着順）
受講料 無料
申込方法　電話で住所、氏名、電話番
号をお申し込みください。

申込締切 11月18日(金)
健康づくり推進課健康指導1係

242-7275

問 申 

●糖尿病予防講演会

◇NPO団体の活動などを知り、市民
協働のまちづくりに参加してみませ
んか。

日　11月26日(土)
時 午後1時30分～4時　
場所　支所3階第1・2会議室
内容　NPO団体の実践発表、市民協
働のまちづくりに向けての意見交換

定員 70人（先着順）
受講料 無料
申込方法　電話で住所、氏名、電話番
号をお申し込みください。

◇今後、NPO法人の活動体験やNPO
ボランティアに関する講演会も計画
しています。
NPO連絡協議会事務局

（NPO法人たすけあい遠州内）

243-7775

地域振興課市民活動支援係

244-3107

問 申 

問 申 

●袋井市NPO講座
NPOシンポジウム

（持ち帰り用の容器は、用意します）
申込方法 電話または、ファクスで住
所、氏名、電話番号をお申し込みく
ださい。

◇2日目には、軽食があります。
申込締切 11月30日(水)

NPO法人ふぁみりあネット

2FAX43-2288

問 申 
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◇登山を通して初心者向けの歩き方や
注意点などを学びます。

日 11月20日(日)
時　午前6時～午後6時ころ
集合場所　市役所駐車場
行き先 三方分山

さんぽうぶんざん

（山梨県）
定員 20人（先着順）
受講料 2,000円（保険料、資料代）
申込方法 はがきに住所、氏名、年齢、
電話番号、参加人数を記入して、お
申し込みください。

申込締切 11月16日(水)必着
市スポーツ協会山の会

入沢崇男さん　245-0602

〒437-0016 袋井市葵町2-2-1

問 申 

●登山・ハイキング教室

日時 12月22日(木) 開演午後6時
12月23日(金)天皇誕生日
開演午後1時30分

場所　磐田市民文化会館大ホール
（磐田市二之宮東3-2）
内容　オリジナルステージ、マーチン
グステージ、ポピュラーステージ

入場料 1,000円（前売り券が完売の
場合は、当日券は販売しませ
ん）

前売り券販売場所
袋井商業高校事
務室、兵藤楽器
袋井店・磐田
店・掛川店、磐田市民文化会館
袋井商業高校　石原さん

242-2285

問 

●袋井商業高校吹奏楽部
定期演奏会

水泳教室を行います
◇初心者を対象に水に慣れることや泳ぎの基本を段階的に学びます。

所　袋井B&G海洋センター（袋井市上田町267-32） ※各コース全12回
対象 健康な市内在住の小学1～6年生
受講料　8,400円（スポーツ保険料含む）
申込方法 袋井B&G海洋センターまたは、市民体育館、支所2階スポーツ振興
課にある申込用紙に記入して、袋井B&G海洋センターにお申し込みください。
（1人1コースのみ）
申込受付　11月26日(土)午前9時30分～午後5時、11月27日(日)午前9時30分
～正午

抽選会 11月27日(日)午後1時　袋井B&G海洋センター
◇プールへの送迎は、各自で行ってください。
市スポーツ協会水泳部（火～土曜日 午前9時30分～正午、午後1時～5時）

241-1771

袋井B&G海洋センター　243-1523 申 

問 

定員
60人
60人
50人

コース
水曜コース
木曜コース
土曜コース

日程
12月21日(水)～平成18年3月22日(水)
12月22日(木)～平成18年3月16日(木)
12月24日(土)～平成18年3月25日(土)

時間
午後5時～6時
午後3時55分～4時55分
午前11時30分～午後0時30分

日 11月27日(日)
時 午前9時～午後4時
所 エコパ1階研修室1
内容 登山初心者のために登山のマナ
ーや基礎を机上講習と野外講習で学
びます

持ち物 方位磁針、25,000分の1の
袋井市の地図、文部省編集「楽しい
登山　中高年の安全な登山のため
に」（当日会場でも販売します
（1,000円））
定員 60人（先着順）
受講料 100円（スポーツ保険料）
申込方法 はがきに住所、氏名、年齢、
電話番号を記入して、お申し込みく
ださい。

申込締切 11月22日(火)必着
◇動きやすい服装でお越しください。

県ワンダーフォーゲル会袋井支

部長　鈴木修一郎さん 242-6706

〒437-0023 袋井市高尾2524-1

問 申 

●初心者登山教室

日 12月10日(土)
時 午前10時～午後4時
所 市役所3階302会議室ほか
内容　竹垣のつくり方、飛び石の打
ち方、縁石

えんせき

の並べ方の講義や実習
講師 山本芳久さん（(有)庭芳 代表
取締役）

対象 市内在住・在勤の方
定員 20人（先着順）
受講料 700円（材料費）当日、釣り
銭のないようにお持ちください

持ち物 昼食、せん定ばさみ、のこぎ
り、軍手

申込方法 電話で住所、氏名、電話番
号をお申し込みください。

申込期間 11月15日(火)～22日(火)
◇作業しやすい服装でお越しくださ
い。
NPO法人ふぁみりあネット

243-2288

街路公園課公園緑地係 244-3165問 

問 申 

●プロ直伝「庭づくり講座」
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◆編集後記

問 は問い合わせ先 申 は申し込み先 はEメール

携帯電話のカメラで撮影した写真を募
集している新聞があり、応募してみま
した。結果は、残念ながら落選でした
●その時撮影したのは「ネコ」です。
近寄ろうしたら「グー」とのどを鳴ら
し威嚇してきたので、離れたところか
ら撮影しました。そのうえ、私の携帯
電話は、最新式ではないので、画質も
あまりよくありません●そういえば、
前任の広報担当者に「現役の広報担当
者が写真コンクールで落選すると恥ず
かしいぞ！」って言われたことを思い
出しました●今度は気合いを入れてチ
ャレンジだ！ 「永」

日 11月27日(日) 雨天中止
受付時間　午前9時～10時40分
集合場所　天浜線遠江

とおとうみ

一宮駅前
コース 遠江一宮駅～小國神社～橘公
民館～大洞院・森の石松墓～天宮神
社～森町役場～遠州森駅　約12km

参加料 無料　
◇車での参加はご遠慮ください。
◇参加者には、記念品を差し上げます。
◇昼食、水筒などはご持参ください。
天竜浜名湖鉄道株式会社
天浜線ウオーククラブ係
20539-25-2276

問 

●天浜路ヘルシーウオーク

◇袋井養護学校生の作品展示、販売な
どを行います。

日　11月26日(土)
時　午前9時30分～午後2時
所　県立袋井養護学校
（袋井市高尾2753-1）
内容 児童による屋台・みこしの引き
回し、作業学習の製品展示・販売、
保護者や卒業生による手作り品のバ
ザーなど
袋井養護学校 243-6611問 

●袋井養護学校
「袋養まつり」

●橘逸勢
はやなり

墓前祭

◇日本三筆に数えられる橘逸勢をたた
えて墓前祭などを行います。

日　11月26日(土)
時　午後1時30分～
所　用福寺（袋井市上山梨815）
内容　墓前祭や講話、大正琴・山梨ば
やしの演奏、生花展、地元書画展示
など

講演　橘逸勢と石塔について
◇お菓子や甘酒のサービスがありま
す。

◇車でお越しの方は、用福寺や松鶴
しょうかく

の
駐車場をご利用ください。

月見里
やま な し

橘逸勢顕彰会 248-6329問 

◇全国で活躍するグループをはじめ、
保育園児や小・中学生、高校生たち
の華麗な演技や演奏を楽しめます。

日　11月27日(日)
時　開場正午　開演午後1時
所　エコパアリーナ
出演 明和第1保育園、袋井南小学校、
山名小学校、袋井南中学校吹奏楽
部、袋井商業高校、浜松WILD
WINSなど

入場料 ▽前売り券1,000円　▽当日
券1,300円（全席自由）

前売り券販売所 市役所売店、兵藤楽
器本店・袋井店・磐田店・連雀店・
浜岡店、ヤマハミュージック浜松、
久米楽器店、足立楽器本店・浜北店、
創楽社、チケットぴあなど
「エコパ」マーチングフェスティバル

2005実行委員会（兵藤楽器店内・

水谷さん）

20537-23-6595

問 

●「エコパ」マーチングフェスティバル2005

◇公園内のビオトープと散策路での自
然観察会です。

日　12月3日(土) 雨天決行
時　午前10時～午後3時（受付午前9
時30分～）

集合場所　エコパ西第1駐車場
内容 自然観察会、木の実のクラフト
やリース作り　

対象 幼児、小・中学生
の親子

定員 20組・50人程度
（先着順）
参加料 1人300円（保険料、材料費）
申込方法 電話または、ファクスで住
所、氏名、電話番号、参加人数をお
申し込みください。
小笠山総合運動公園事務所

241-1800 FAX41-1807

問 申 

●エコパ自然体感観察会

◇バスで介護施設を見学します。
日　11月16日(水)
時　午後1時30分～3時　
集合場所　市役所1階市民ホール
内容　通所介護施設「サポートハウ
スこころ」（袋井市湊1340-1）、
「浅羽デイサービスセンター」（袋
井市浅羽4140）の施設見学　

対象　高齢者を介護している方、介
護に関心のある方

定員 20人（先着順）
申込方法 電話または、ファクスで
住所、氏名、電話番号をお申し込
みください。

申込締切 11月15日(火)
◇介護を要する高齢者のいる方は、
高齢者をお預かりします。事前に
お申し込みください（送迎も行い
ます）。
紅紫萩在宅介護支援センター

243-0071 FAX43-0127

問 申 

●無料介護施設見学会



「ふれあい夢市場～夢ふくらむ新袋
井市 羽ばたけ未来へ～」を行います。
浅羽会館内では、市内企業の産業展

示コーナー、屋外では地元の農産物や
特産品の販売、特設屋外ステージでは
「浅羽ふるさと太鼓」や「きのこ踊り」、
「銭太鼓」、「あさばよさこい隊」など
子どもから大人まで多くの方が参加し
て、元気にイベントを盛り上げます。
浅羽保健センターでは、体力テスト

や生活習慣病予防コーナー、簡単チー
ズケーキ作り教室などもあります。
家族や友達と是非お出掛けください。

日　11月20日(日) 小雨決行
時　午前9時～午後3時30分
所　浅羽会館、浅羽保健センター、浅
羽支所駐車場

内容　ステージイベント、地場産品販
売、産業などの展示、健康体験コー
ナー、リサイクルマーケット、お楽
しみ抽選会、もち投げなど

※会場周辺には駐車場はありません。
臨時駐車場（アクアパークあさば、
浅羽中学校）をご利用ください。ア
クアパークあさばからは、シャトル
バスを運行します。

袋井市ふれあい夢市場 
inあさば2005

浅羽支所 
浅羽保健 
センター 

浅羽 
図書館 

浅羽会館 

シャトルバス 
発着所 

シャトルバス発着所 

浅羽郷土資料館 

浅羽中学校 

アクアパークあさば 

N

ふれあい 
夢市場 会場 

松原地内の秋桜まつり会場へ取
材に訪れました。一面に広がるコ
スモス畑の美しさに感動しました。
10月16日は、雨天のためステージ
イベントは中止でしたが、たくさ
んの人でにぎわいました。種まき
や草取りなど、大変な管理のお陰
で咲いたコスモス。畑の中は、幻
想的な世界が広がり忙しい日常を
忘れさせてくれます。日本全国に、
この美しい松原のコスモス畑が、
広がるといいですね。

■特産品の販売や健康体験コーナーなど お楽しみに！
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ふれあい夢市場inあさば2005
実行委員会事務局
(商工課観光振興係)
244-3156

問 

人口／84,175人 （前月比＋106人）

（外国人登録者3,529人含む）

男性／42,318人 （前月比＋82人）

女性／41,857人 （前月比＋24人）

世帯数／28,566世帯（前月比＋61世帯）

平成17年10月1日現在

ステージイベントが会場を盛り上げます

地場産品も販売しています きのこ踊りもお楽しみに！


